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2．1 は じ め に

　 第三 紀以 降の 比 較 的地 質年代 の 新 しい 堆積岩 は，乾

燥 ・湿 潤 の 外的要 因 に 対 す る抵 抗性 が 弱 く ， 容 易 に 脆 弱

化 す る もの も あ る。こ の よ うな 材 料 を，地 下水位変動 の

予想 さ れ る沢筋 の 埋立 に 用 い た場合 に は ， 材料 の 脆弱化

に起 因 し た盛 土 の 沈 下 や 崩壊 が 発 生 す る こ と もあ る。地

質年代 が 比 較的新 しい こ と もあ り土 粒子問 の 結合力は 硬

岩 ほ ど堅 くは な い が，土 質 材 料 ほ ど弱 くな い の で，軟 岩

と 呼ば れ て い る。

　こ こ で は ， 地質学的 な 視点 も加 え っ っ
， 軟岩の 種 類 と

特徴，軟岩 の 風化 と ス レ
ー

キ ン グ，軟岩 の 物理 的性質 に

つ い て 記述す る。軟岩 を盛 土 材料 に使用す る 際に 注意す

べ き点 は ス レ ーキ ン グ ・
風化 に 対す る配 慮 で あ る。ス レ

ー
キ ン グ の 特性 を ど の ように して 調べ

，
ス レ

ー
キ ン グに

伴 っ て 軟 岩 の 間隙構造 ・吸 水 率
・鉱物組 成 な どの 物性 値

が どの よ うに 変化するの か，従来 の 研究成果 も引用 しな

が ら知 見を ま とめ る，なお ， 締 固 め 特性 ， 変形 ・強 度特

性 は 3．と4 ．で 議 論 され る。

2．2　軟岩の 種類 と特徽

　新第三 紀以降 の 堆積岩，変質岩，風化岩な どは 強度 が

低 く変 形 性 が大き い ，あ る い は 掘削面 が 急速 に 劣 化する，

な ど の 特徴 を有 して い る 。こ れ らの 岩 石 は 割れ 目の 発達

が 少 な い た め ， 力 学的性質に 及 ぼ す割れ 目の 影響は 少 な

く，力学的性質 は 岩石 それ 自体 の 物性 に 支配 さ れ る 傾向

に あ る。さ らに 固結度の 点か らも土 と硬岩 の 中間的な性

質 を示 し，
一

軸 圧 縮 強 度もIOO〜200　kgf／cm2 程度以下

で あ る。こ の ような岩石 は 軟岩 と称 さ れ る が
， そ の 定義

は 必ずし も明確で は な い
。

　軟岩 は その 生成過程 に より，堆積軟岩，火 山軟岩 ， 風

化軟岩 な どに 分類 さ れ る。堆 積軟岩 は 土砂の 圧密領域 か

らセ メ ン テー
シ ョ ン の 領域 に い た る過程 の 産物 で あ り，

日 本 に お い て は グ リーン タ フ 地 域 を中心 に 全国に分 布す

る。火 山軟岩 は低溶結 の 溶結凝灰岩 に 代表 される固結度

の 低 い 岩石 で あ り，北海道 ， 東北 ， 九州な ど火 山 地域 に

分 布が 著 しい 。風 化 軟岩 は岩が 風化 した 土 に 変化 する過

程 で 生 成 さ れ る。すべ て の 岩 に 認 め られ る が ，特 に 花崗

岩 類 に お い て 顕 著 で あ り， 花 崗岩分 布 の 広 い 西 日本 を中

心 に 分布す る。こ の ように 堆積軟岩 および 火山軟岩は 固

結度が 低 く， 初生的 に 軟質な 岩石 で あ る。一
方風 化軟岩

は，も と も と硬 質 で あ っ た 岩石 が 風化作用 を受け 後生 的
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に 軟質 と なっ た もの で あ る。堆 積軟岩 の よ うな初生的軟

岩が ， 風化作 用 の ような後生 的 な 影響 を受け て い る こ と

も少な くない 。

　堆 積 軟 岩 は 主 に 新 第 三 紀 〜第 四 紀 の 砂 岩 ，泥 岩 な ど の

砕屑性堆積岩 と 凝灰岩 な ど の 火 山性堆積岩 に 2 分 さ れ る。

堆積岩 は 海底等の 堆 積物 が 埋 没 に よ る圧 密脱水 ， さ ら に

鉱物学的な変化を伴 う続成作用 を受けて 固結 した もの で

あ る。堆積軟岩 は 生成年代 が 新 しい た め，続成作用 に よ

る セ メ ン テー
シ ョ ン が 不 十分 で あ り，ま た 固 結 が 進 ん で

い な い 岩石 とい え る。こ の た め 間隙比 が 大 き く， 吸 水率

も高く， さ ら に 含 水 比 に よ っ て 力学的性質 が 異 な る。堆

積軟岩 に 含まれる粘 土 鉱物や セ メ ン ト物質 に は 化学的に

不安定 な もの が 多い た め，乾 ・湿 の 繰返 しな どの 環 境 変

化 に よ り力学的性質 が 大 きく変化 す る。こ の た め 強度や

変形性の 問 題 だ け で な く， 劣化 の 問題 も堆 積軟岩を取 り

扱 う上 で 重 要 で あ る。

　堆積軟岩 は，糸魚 川
一

静岡構造線以北 の 関東 ， 東北，

北海 道 を中心 に ，山 陰，北 陸，北 西部九 州，瀬 戸内，東

部東海地 域 に わ た り全 国に 広 く分布 して い る。 日本海側

を中心 とする グ リーン タ フ 地 域 に は，砕 屑性堆 積岩 と火

山性堆積岩 の 両者が ，太平洋側を中心 とす る非 グ リ
ー

ン

タフ 地域 に は 砕屑性堆積岩が 存在す る。一
般 に 非グ リー

ン タ フ 地 域 の 堆積岩 よりグ リーン タ フ 地 域 の 堆積岩の ほ

うが 環境変化 の 影響 を受けやす い 。

　 日本 に お い て一
部 の 中生 代 や 古第三 紀 の 埋 没 深度が 浅

く，応力をあまり受けて い ない 堆積岩 の なか に ， 新第三

図
一2．1　 日本 の 新 第三 紀 堆 積 岩 類 の 分 布
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表
一2．1　層準が 同 じ地 層の 埋 没履歴 と物理 的性 質の 関係 （小島 り

層群
・
累層名 地 質 時代 層位 学的深 度

　 4π
kgf／cm2

乱
，

％

　 γ醒
gf／cm3

岩相 試料採 取地点

黄 和 田 層

（上総 層群）

鮮新 世

〔下 部）
＞2500m100 −12535 ．D 1．83 泥

房総 半 島東岸

〔御宿 北方）

黄和 田 層 ” 1000〜2000 哩0〜6020 ．O−3D．O1 ．85〜1．92 〃
房総 ・君 津市川 俣

（小櫃 川 ）

岩 坂 層 厂r 1DOD 主 10〜5020 ．0〜35．01 ．85− 2．1（1 戸厂
房総 半島西岸

（巳総測

大船 層 厂， 500十 25− 50 〃
三 浦 半島東岸

（横浜 市 柴 町 〕

天 津層
〔三 浦 層群）

中新牛

〔中・下部）
2500 ± 180〜2（，D 呂，2 2，13 泥

房総
・
君津郡 峰上

村〔山中）

多井 畑層

（神戸層群）
〃 500± 1 一9010 ．D〜15．02 ．00〜2．55 厂’ 明 石 海峡 （神戸）

保 田葉 山層群
漸 新世

（上部）
3000 ±

240〜340
　100D3

、8〜4．72 ，43−−2．47 泥

砂
房総

・
鋸 南町保 田

出山層

（大辻層群 ）
〃 1000 十

200〜4DOlOO
〜1GOO

2，3〜2，42
．4−−2．7

泥

砂
洞 海 湾 （戸 畑）

白岩 層

（み ろ く層群 ）

始 新世

（下部 ）
＞ 2500700 〜1300 砂 天 草上 島

清 澄層

（三 浦層群 ）

中新 世

く上一中部）
1500 ± 150−2406 ．0〜8．02 ．38〜2 ．45 砂

房 総 ・君 津郡峰上

村

田井 畑 層
中新 世

（中
〜
下 部）

500± 10〜9005 ．0〜202 、50−2，65 厚 明石海峡 〔神 戸）

紀 の 堆積軟岩 と同 様 の 挙動 を示 す もの が 存在 す るが，こ

れ も堆 積 軟岩の 一種 と考えて よい 。また 海外 に お い て も

盾状地周辺 の 中古生層に も同様 の 性状を示す堆積軟岩 が

認 め られ る こ とが あ り，世 界 的 に 見 れ ば堆 積 軟岩は新第

三 紀以降 と 限定 さ れ る もの で は ない 。

　堆 積岩 が 岩石 に 変化 す る過 程 を物 性 の 変 化 で と ら え る

た め に，砕屑性堆積岩 の 地質年代，埋 没深度 （層位学的

深度） と
一

軸圧縮強度 の 関係 の 対比 が 行 わ れ て い る。一

軸 圧 縮 強度 は埋 没 深 度 が 深 い もの ほ ど大 き く，ま た 同様

の 埋 没深度 の 場合，古 い 地質年代 の もの ほ ど大 きな
一

軸

圧 縮 強 度 を示 す。こ の こ とは 堆 積 物 が 上 載 荷 重 に よ り押

し固め られ，それ とともに 強度が 上昇 して ゆ くこ と を示

して い る。さ ら に地質年代と と も に 固 結度 が 増加 し ， 硬

い 岩石 に変化 して ゆ く過程 を示す もの で ある。

　 こ の 過 程 の
一

部 は
一

軸 圧 縮 強 度 と間 隙比 の 関係 に お い

て，三 つ の 領 域 区分 に よ り説 明 され て い る。

　  は 土 砂 の 領域 で あ り，間隙比 の 減 少 と と もに，強 度

が 上昇 す る。荷重増 分 の 大部 分 を間 隙圧 が 支 え る圧 密の

過程 に 相当す る。
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　 　 　 　 間　隙　比 e

目 本 の 新 生 代堆積 物 の 物理 的性 質の 変化

（岡本 ほ か
2

り

　　　　　　　　　　　　　　   は 押 固め の 領域 で あ

　　　　　　　　　　　　　　り，上載荷重 に よ り締 め

　　　　　　　　　　　　　　固 め られ，間隙比 の 減 少

　　　　　　　　　　　　　　と と もに 急激 に 強度が 増

　　　　　　　　　　　　　 加 し て ゆ く。各粒 子 間 に

　　　　　　　　　　　　　 結合力 が 生 じは じめ た 段

　　　　　　　　　　　　　 階 で あ り， 軟岩 の 領 域 に

　　　　　　　　　　　　　　あ た る。

　　　　　　　　　　　　　　   は の り付けの 領 域 で

　　　　　　　　　　　　　　あ り，Sio2や CaCO3 に

　　　　　　　　　　　　　　よる 膠結 が 終了し， 堆積

　　　　　　　　　　　　　 物は安定 した 岩石 に 変化

　　　　　　　　　　　　　 す る 。

　　　　　　　　　　　　　　   の 領 域 に お い て は，

　　　　　　　　　　　　　
一

般 に 砂岩 より泥岩 の ほ

　　　　　　　　　　　　　　うが 固 結度 が高い 。こ れ

　　　　　　　　　　　　　 は 粒度が 細 か い もの ほ ど

　　　　　　　　　　　　　 締 め 固 ま りや す い こ と，

　　　　　　　　　　　　　　さ らに 細粒 な物質に は 比

　　　　　　　　　　　　　 較的安定 した砂 と異 な り，

　　　　　　　　　　　　　 不安定な物質 が 多い た め

　　　　　　　　　　　　　 化学的 な変化 が 生 じや す

く，続 成 作用 が 進 行 しや す い こ とに よ る。しか し砂岩，

泥岩 と も安定 した 固体 として の 性質 は 示 さない 。  の 領

域すなわ ち硬岩 の領域 に お い て は ，

一
般 に 泥 岩よ り砂岩

の ほ うが 固 結度が 高 く硬 い 。砂岩，泥岩 と も固結 して お

り，安 定 し た 固 体 と し て の 性 質 を 示 す。ロ 絵 写 真一

32〜35参 照。

　
一

般 に 日 本 に お い て は 第四紀層 は ， 圧密 は 進行 して も

土砂 の 状 態か らの 大 きな変化 は な い 。新第 三 紀層は，圧

密 の ほ か に 固結が 始 ま D完全 に 固結 した 岩石 に な る前段

の 状 態 とな る。古 第 三 紀 層以 前 で は 岩 石 は ほ ぼ 固結 し，

環 境 の 変化 に よ り変化 しに くい 安定 な物質 と な る。

2．3 風 化 と ス レ ーキ ン グ

　岩石 の 風化 は 広範囲 に しか も長期間 か け て 生 じ， そ れ

に伴 い 岩 石 の 強 度 も ゆ っ く り と低 下 し て ゆ く。岩石 の 風

化 に 比 べ 短時間で ，岩石 が 急激 に そ の 強度 を低下 させ る

現 象 が あ り ， 軟 岩や 変質岩 な どに 顕 著 に 認 め られ る 。 こ

こ で は そ の 現象 を劣化 と呼ぶ こ と に す るが ，岩石 の 劣化

を促 進す る営力に は 応力開放 ， 吸水膨張 ， 乾 ・湿繰 返 し，

凍 結 融 解 な どが あ る、劣 化 は 単独 の 営 力で 生 じ る こ と は

少 な く，多 くの 要因が 複雑 に 絡 み 合 っ て 生 じ る。

　軟 岩 の 劣 化 に 大 き な影 響 を与 え る現 象に，ス レ
ー

キ ン

グ と膨潤 が ある。乾
・
湿繰返 しに よ り岩石構成粒子間の

結合 が破壊 さ れ ， 岩石 の 強 度が 低 下 し，時に は粒 子 が分

離す る現 象 を ス レ ーキ ン グ と呼 ぶ 。吸水 に よ り体積 が 膨

張す る現象 が 膨潤 で あ り， 内部 膨 潤 と外部膨 潤 が あ る 。

内部膨潤 は層間に 水 が侵 入 可能な粘 土 鉱物 の 存在 に より

もた らさ れる。岩石 の ス レ
ー

キ ン グ，膨潤特性 は，構成

粒 子 が 有す る吸水性や 固結度 とい っ た 内部要 因 と，拘束

圧 や 含 水 比 と い っ た 外部条件 に 支配 さ れ る。

土 と蕃 礎，43− 12 （455＞
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一

般 に 泥岩 の 場合 に は ス レ ー
キ ン グ と膨潤 は ほ とん ど

同時 に 認め られ る が ，砂岩の 場合 に は ス レ
ー

キン グは 著

しい が 膨 潤 は 認 め られ な い 場合 が 多い 。こ の ため ス レ ー

キ ン グ と 膨潤 は
一

応別 の 現象 で あ り，膨潤性 を示す場合

に 著 しい ス レ ーキ ン グ を 示 す と考 え ら れ る。い ず れ に せ

よ堆積軟岩 の 結合力 は，物理 的に も化学的 に も不十分 で

あ り ，
こ れ が ス レ

ー
キ ン グや 膨潤 を示 す要因 とな っ て い

る。次 節で 述 べ る よ うに 続成作 用 の 進 行 に 伴 い ，こ れ ら

の 不安定 な結合力をもた ら して い た 構成粒子 間の 粘 土 鉱

物 をは じめ とす る不 安 定 な 物 質 は，安 定 な 物 質へ と変 化

す る こ とに よ D硬 い 岩石 を形成す る。

　軟 岩 の ス レ
ー

キ ン グや 膨 潤 現 象に つ い て は ， さ ま ざ ま

な研 究 が な さ れ て は い る が，まだ 十 分 に 究 明 され た もの

で は な い 。そ の 発 生機構 を従来 の 研 究 成 果 か ら ま とめ る

と次 の よ うに な る。

　Terzaghi 　and 　Peck （テ ル ツ ァ
ー

ギ とペ
ッ ク）

4〕は，

ス レ
ーキ ン グ の メ カ ニ ズ ム を水 浸 に よ っ て 間隙中 に封 じ

込 め られた 空気 の 圧 力が 上昇 して 生 じる 引張 り破壊 で あ

る と指 摘 した。そ の こ と を確 か め る た め に，仲 野
5〕は，

由 比 地 すべ り地 の 泥岩 を用 い て，大気 中 と 真空中に 浸水

させ て ス レ ーキ ン グの 状 態 を比 較 した、そ の 結 果 ， 泥岩

は い ずれの 状態 で も激 しくス レ
ー

キ ン グ して 崩壊 し，大

気中 と真空中で の ス レ
ー

キ ン グに 明 確 な差 は 認め ら れ な

か っ た こ と を 報告 し て い る。こ の 研 究 で は ，ス レ
ーキ ン

グの 原因 を ， 物 理 化学的作用 に求 め ，   泥岩 の 固 結度 は

粘土 粒子表面の 吸着水分 子 の 水素結合 に起 因し，珪 酸 ゲ

ル 様物質 が 粘 土 粒子 の 皮膜 を形成 して 自由水 との 反応 を

抑制し，粘 土 粒 子 を不 活 性 化 して い る，  泥岩の 乾燥 や

破砕な ど の 操作 に よ っ て ，珪酸 ゲ ル 様皮 膜 に 亀裂 が 入 り，

活 性面が 露出す る と既 に 吸着 さ れ て い る 水分 予 と 自由水

中 の 水分子 との 間 に 水素結合 が 形成 され て ，ス レ
ー

キ ン

グが 発生す る，  土 中の 相対湿度 の わ ず か な増加 で も，

自由水 の 吸着 に 伴 う化学的 自由 エ ネル ギ
ー

の 放出が 惹起

さ れ ， そ の 大 き さ は 泥岩 を破壊す る の に 必要 な エ ネ ル ギ

ー
の 2 − 3倍 に 達す る，こ と を指摘 した。こ れらの 指摘

は ， 泥岩 が 単 に 堆積状態 の ま ま自由水 に接 した だ け で は

ヌ．レ ーキ ン グ し な い こ と，乾 燥 に よ る珪 酸 ゲ ル 様皮膜 の

破壊や リ ッ ピ ン グ 等 に よ るヘ ア
ー

ク ラ ッ クの 形成 が 活性

面 の 露出に つ な が り，
ス レ ーキ ン グが 発 生 する こ と ， 地

下水位 の わず か な変化 に よる土 中湿度 の 変化 で もス レ
ー

キ ン グが 発生す る こ と， を示 唆 し た点 で 注目に値す る。

　堆 積 軟岩中に わずか 数％含 ま れ る 黄鉄 鉱 が 風化 に 重 要

な 役割 を 果 た し て い る こ と もわ か っ て き た
6）・7 ）。地 下 水

面付近 ま で は大気 が 侵 入 可能で，それ よ り も浅 い 位置 に

あ る堆積軟岩 は，常 に 大気中の 二 酸化炭素や酸素 に よ っ

て 化学的 な 風 化 を被 っ て い る。水 中に 溶 解 し た 二 酸化炭

素 は 炭酸 と な り，軟岩中 の 方解石 を溶解 して ，表層酸 化

帯 を 形 成す る、一
方，酸素 は 酸化 しや す い 鉱物 を酸化 し

て 表層酸 化帯 の 少 し深部 に 酸 化帯 を形 成す る。風化 メ カ

ニ ズ ム の ポ イ ン トは，大気中の 酸素 に よ る酸化帯 の 最深

部 が 地 下 水 面 の 位 置 に ほ ぼ
一

致 し，地 下 水 面 付近 で は 岩

石 中の 黄鉄 鉱 の 酸化 が 激 しく進行 して ，
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　　　4FeS2 十150 ， 十 8H20 ＝2Fe203 十 8Hz　SO4

の よ うな反応が 発生 して い る こ とで あ る。酸化帯の 下 底

面 で は 二 価 の 鉄 が 激 減 し，三 価 の 鉄 が 増 加 する。ま た，

そ の と きに 生成 さ れ る硫酸 が 地下水而 下 の 地盤中を下 方

に移 動 し，岩石 を溶 解 しな が ら地 下 水 面 下 に 溶 解帯 を 形

成 して い る こ と も明らか に な っ て きた。

　黄鉄鉱 の 酸化 の 仕方 は ， 粘 土 分 の 多い 泥岩 と ， 粗粒 の

砂岩 ・礫 岩と で は 異 な る。粘 土 分 が 多い 場合 は 三価 の 鉄

は遊離 し た 形 で は 折出 しに く く，折出 して も膠 結すべ き

粒 子 の 表 面 積 が 大 き い た め に 泥 岩 の 強 度 ・剛 性 を増 加 さ

せ る こ と は で きない 。それ に 対 して ，砂岩 ・礫岩な ど の

粗 粒 岩石 で は ， 三価の 鉄 が 酸 化 物 あ る い は水 酸化物 と し

て折 出して粒子を膠結す る の で 強度
・
剛性 が 増加す る こ

と も わ か っ て き た。

2，4 試 験法 と結果 の 整理法

　 盛 土 材料 に堆積軟岩を利用 す る 際に は，ス レ
ー

キ ン グ

を事前 に 予測 し，その 可能性 が 懸念 され る と きに は，盛

土 材 料 の 選 定 をや り直 した り，使 用 す る場所 を 限定 す る

な ど の 実際的 な対応策を施す こ と が 大切 に なる。ス レ
ー

キ ン グに対す る抵 抗 性 を 調査す る た め の 試 験 法 と耐 ス レ

ー
キ ン グ 性を評価す る方法をまとめ ると次 の ように なる。

　 （1） 試 験 法

　 試料 に 乾燥 ・湿 潤 の 強制的 な 負荷 を与 え る 点 で，各試

験 法 と も共 通 して い る。しか し な が ら ， 供 試 体 の 準備 方

法，乾燥
・
温潤 の 与え方，乾

・
湿 の 繰 返 し回数 な どに 若

干の 相違 が み られ る。比較的 よく用 い られ，参考 に な る

と思 わ れ る もの に ，  JIS　A 　1122，  ISRM 指針， 

土 木 学会岩盤力学委員会 第 4 分 科会指 針 ，   道路公 団

KODAN 　110−1985，が あ る
8 ｝。

　 こ うした 試験 は，盛 土 材料 と し て 用 い る堆積軟岩 の ス

レ ーキ ン グ特性 を知 る．ヒで 大 変効 果的 で は あ るが，試 験

の 結果 が その 後 の 盛 土 の 沈下や 強度 の 推定 に 活か さ れて

い な い 等の 問 題 点 もあ る、実際の 盛 土 内で の 荷重条件を

考慮 した 試験
9｝，日照，降雨等 の 気象条件 を考慮 した 暴

露試験
1°｝

， 紫外線 照 射 に 着 目 した 試験
11 ＞も実施 さ れ て

い る。

　乾 ・湿 を多数 回 繰 り返す 試 験 と して ，奥 園
’2），Mor −

genstern　and 　Eigenbrod13 ）
， 小 島

14 ｝の 研 究 が 見 られ る。

試験 の 迅速性を考慮 して 1 回の 乾
・
湿 で ス レ

ー
キン グ を

判 定 す る 方法 もあ り， （旧 ）国鉄 の 地 質調査 標準示 方

書
15 ），Morgenstern　 and 　Eigenbrodi3）の Rate　 of 　Slak−

ing 試 験，小 島
14 ）の Index 　of 　Slaking 試 験，山 口

1D
の

方法が あ る。

　   　 耐 ス レ
ー

キ ン グの 指標

　実際の 建 設 工事に お け る 乾 ・湿 の 繰 返 しは，気象以 外

に ，地 下水位 も考え られ，そ の 変 動 は ラ ン ダ ム で あ る 。

盛 土 中 で生 じ る ラ ン ダ ム な 地 盤 環 境 の 変動 と室 内で の 規

則的
・
強制的 な 乾燥

・湿 潤 の 負荷 が ，ス レ ー
キン グ の 進

行 （細粒化，泥 土 化 の ス ピ
ー

ド） と どの ような対応 に な

っ て い る の か 今 の とこ ろ不 明 で あ る。しか しな が ら，新

第三 紀鮮新 世 の 泥岩 を用 い た   の 室 内試験 と 暴露試験 の
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比 較 か ら，室 内 で の 110℃ 24時聞炉 乾 燥
・
常 温 24時間水

浸 の 強 制的負荷 が 自然条件下 で の 乾 ・湿 に 比 べ て そ れ ほ

ど過酷な条件 に な っ て い な い こ と もわ か っ て きた
1e 〕。し

た が っ て ， 先 述 の 試験法 に よ っ て 盛 土 材料 に 用い る堆積

軟岩 の ス レ
ー

キ ン グの 難易 は あ る程度判別可 能 で あ る。

　 試 験 結 果 の 表 示 法 は，a ．水 浸 ・
放 置 した 岩 片の 目視

に よ っ て 4 〜5 ラ ン ク に 分け る 方法 （ス レ ーキ ン グ 指

数
1η

， 崩壊度 ラ ン ク
18 ｝）， b．軟岩試料約 3kg を用 い て，

9．50mm ふ る い の 加積通過率 で 表示す る 方法 （ス レ
ー

キ ン グ 率
19｝），c ．軟 岩 試 料400〜600g を 用 い て ，2．00

mm ふ る い の 加積 残留率 で 表示す る 方法 （耐 ス レ ーキ

ン グ指数
2の）等が 提案 され て い る 。

a ．の 方法 は ， 試験法，

表示 法が簡便 で あ D，幅広 い 軟岩 に 対応 で きる方法 で は

あるが ，主観的な評価 に な り，個 人 差 の は い る可能性 が

残 さ れ て い る。b．，　 c ，の 方法 で は ，客 観 的 な 数値 に よ

っ て 表示 で きる が ，同
一

の ス レ
ー

キ ン グ率 ， 耐 ス レ ーキ

ン グ指数 で あ っ て も， 粒 度分 布 の 異な る場合 が 想定 で き

る 。

　そ の ほ か に，d．含水比，あ る い は 吸 水 量 を 測 定す る

こ と に よ っ て，ス レ ーキ ン グ特性 を把握 しよ うと す る試

み もある
18｝，21），U2 ）。

　粒 子 破砕 す る土 質，岩質材料 の 破砕程度 を表現す る方

法 に 種々 の 提案 が なされ，そ うした粒 子 破砕指標 を ス レ

ーキ ン グに よ る細 粒 化 の 表 現 法 に 応 用 す る 試 み も行 わ れ

て い る
16 ）・23 ）・2‘］。研究的 に 行 わ れ た も の で，粒 度 分 布 を

計測す る 手間が か か り， 実務 で の 利用 に は 改良 の 余地 も

残 さ れ て い る。こ の 方法 で は，  50％ 径 ，   2mm 通

過率，  Marsal の 破砕率，  均 等係 数，  負 の 2 項 分

布 の パ ラ メ
ーター，を用 い て ス レ

ー
キン グ に 対す る耐 久

性 の 検討 が 行 わ れ る u
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